
 

末崎の風土散策 （４１）
～末崎の島と伝説について～ その４

７ 穴通磯
穴通磯は国立公園碁石海岸を

代表する島で、全国的に知られ
ており、その雄大な大自然は誠
に素晴らしい景観である。穴通
磯は別称｢琴柱島(ことじしま)の
親子洞門｣とも呼ばれているが、
これは長い年月の中で岩の根底
部が海波に浸食され、３つの洞門が形成されていることから親子
３人を連想し親子洞門と呼んでいると考えられる。また琴柱島と
は岩の柱が岩を支えている。その形態が、琴糸を支える琴柱(こ
とじ）に似ていることに例え、琴柱島と称したと考えられる。な
お市勢要覧には昭和２７年から同４５年までは｢穴通り｣｢穴通し｣
｢穴岩｣｢穴通岩｣と表記しており、昭和４６年からは現在の｢穴通
磯｣に統一されている。
８ 小松島
細浦湾口の松島と向き合うように神坂の舘が崎先端にある小さ

い島が小松島である。崎の端から５ｍ程離れており、カッコ等磯
舟は楽に通れたが少し深く歩いては渡れなかった。島の高さは約
４ｍ横は５ｍ程で這松のような低木が生えており、松の古木も３
～４本あった。島の南側には高さ５０ｃｍ程の恵比寿様の石像(建
立者は不明)が赤い手拭いで頬被して石の台座に鎮座していた。
しかし、昭和５０年頃ワカメ、カキ等養殖業が盛んになると、島
と陸とを埋め立て、西側には防波堤を築き広場を作り船溜まりと、
作業場に整備し作業小屋等が建ち並んでいたが、平成２３年の大
津波により島全体が浪に呑まれ、恵比寿様も流失し探していたと
ころ近くの海底で発見された。引き揚げて元の小松島に安置した
が、平成２７年６月対岸の流失した松島神社が再建されたので、
これに伴い小松島の恵比寿様を松島の島上に移設している。
ふくよかな笑顔を福を呼ぶ｢えびす顔｣と云って福の神の代表的

な恵比寿様は、もともと海や漁労の神として、特に漁村等で信仰
されてきた神様だが、大漁だけで
なく五穀豊穣、商売繁盛、家内安
全の神様でもある。恵比寿様の語
源は異邦人や辺境に住む人々を意
味するもので｢夷｣｢戎｣｢胡｣｢蝦
夷｣｢蛭子｣の字で表されている。
末崎の浜辺にも恵比寿島、恵比
寿浜、お恵比寿様像が見られ、
広く信仰されているようであ
る。なお、旧暦神無月の２０日
には恵比寿様の例祭である恵比寿
講が催されてきている。（聖）
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手芸展 ふるさとセンター

和室
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